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Ⅰ. はじめに

三重県南部の暖温帯域における

再造林未済地の森林再生に向けて
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Ⅱ. 尾鷲地域における再造林未済地の現状

■ウラジロの特徴

■どのような植生のタイプがあり，どのような植物種がみられるのか？

■広葉樹の本数はどれくらいあるのか？速やかに森林化する可能性はあるのか？
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■広葉樹の稚樹は更新しているのか？

■このまま放置した場合、将来的には森林化する可能性はあるのか？

稚
樹
数
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Ⅲ. 再造林未済地植生の成立過程と森林化対策

■更新阻害要因として，ウラジロによる被陰とシカ食害のどちらの影響が大きいのか？
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伐採前侵入タイプ 

アラカシ，アカガシ，ウラジロガシ， 
ツブラジイ，ウバメガシ，コナラ， 
ヤブニッケイ，ミミズバイ，カゴノキ， 
シキミ，バリバリノキ，アセビ， 
コバンモチ，ヤマモガシ，ヤブツバキ 

〔　　 　  〕 
伐採後侵入タイプ 

伐採後にみられる個体の 
ほとんどが前生稚樹の樹種 〔　　 　  〕 伐採後にみられる個体の 

ほとんどが後生稚樹の樹種 

カラスザンショウ，クサギ，アカメガシワ， 
ヌルデ，アオハダ，イイギリ，エゴノキ， 
カナクギノキ，リョウブ，タマミズキ， 
カスミザクラ，ソヨゴ，ミズキ，クスノキ， 
ヤマウルシ，ヤマハゼ 

常時侵入タイプ 

〔 　 　  〕 前生稚樹と後生稚樹の 
両方がみられる樹種 

タブノキ，ヒサカキ， 
イヌガシ，クロバイ， 
ヤマビワ，リンボク 

図ー9．獣害防護柵内外の高木・亜高木性広葉樹の経年成長と出現種の侵入特性

■シカがいない場合，再造林未済地の植生はどのように成立するのか？

樹
高
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■再造林未済地植生の成立課程から考えられる森林化に向けた対策とは？
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Ⅳ. ウラジロに覆われた再造林未済地の森林化技術

■ウラジロに覆われた再造林未済地に稚樹を導入するには？

■コストをかけずにシカ食害を回避
するには？
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Ⅴ. 低コスト林業技術の確立に向けて

■低密度植栽と下刈簡略化による低コスト化試験

■低植栽密度植栽と下刈省略は可能か？

（cm）
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Ⅵ. おわりに

■再造林未済地の森林化対策のまとめ
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常緑広葉樹優占 

伐採前人工林 

重要 

放棄されないために 

低コスト林業技術の開発 

ウラジロに 
覆われた未済地 

裸地化した未済地 
（伐採後数年 
　　　　以上経過） 

重要 

伐採前対策：林床で
シイ・カシなどを樹
高2m以上に育成する 

対策：獣害防護柵設置 

自然発生、播種に
よる更新は困難 

森林化 

森林化 

森林化 森林化 

低密度植栽、下刈省略、
苗木改良など 

自然発生、播種に
よる更新は困難 

対策： 
　坪刈 
＋植栽 

対策： 
防護柵 
＋植栽 

前生稚樹と埋土種子から
の自然発生が期待できる 

ウラ
ジロ
山 

裸地化した未済地 
（伐採後1年以内） 裸地のまま 

暖温帯 

ウラジロよりもシカが問題 
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